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東急東横線・反町駅より徒歩１分 

京浜急行線・神奈川駅より徒歩 7 分 

京浜東北線、横浜線・東神奈川駅より徒歩 12 分 

 

第 23 号 
 

 
 

秋冷の候、皆様ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素はやまゆり 

生活サポート協会の事業にご理解とご協力を賜り、心より御礼申し上げます。 

       ＊ 

 さて、やまゆり生活サポート協会は、今年７月に東横線反町駅のすぐ側に整

備された神奈川県社会福祉センターに移転しました。これまでと同様に神奈川

県手をつなぐ育成会や知的障害施設団体連合会の事務局と共同して事務所を

借りることができました。新しい分、経費も大幅にかかりますが、スタッフ一

同新たな気持ちで会員の皆様のお役に立てるように頑張っています。これまでの

沢渡の社会福祉会館と異なり駅に近いので、時間に余裕ができましたら是非お寄り

頂ければ幸いです。 

＊ 

 新型コロナウイルス感染症も下火になりかけており、規制緩和の動きが急になっています。一

方、人流の増加などによる第６波への懸念も報じられており、障がいのある人達にとってはまだ

まだ気が抜けない状況です。県内でも多くの会員の皆様が感染し、そのケアに大変苦労をしたこ

とと思います。 

生活サポート総合補償制度では、新型コロナウイルス感染症のため病院ではなく、施設や自宅

で療養した方に対しても保険金をお支払いする特別措置をとっています。まだ請求されていない

方は事務局までお申し出ください。 

＊ 

 やまゆり生活サポート協会主催の研修会には毎年多くの会員や支援者の方が参加していただ

いています。今年度もコロナの影響で昨年同様に WEB での開催を予定しています。研修会の内

容は事業推進委員会で協議していますが、この数年、研修会テーマとして挙げられるのは、地域

生活支援に関することや利用者の意思決定支援に関することが多くなっています。施設も地域の

一部と考え、利用者の思いを受けとめながら暮らしの場や地域の中で豊かで安心した暮らしを支

えることが求められていると感じています。やまゆり生活サポート協会は、病気や事故というレ

ベルで個人の生活の安心のための事業を行っていますが、地域で生きるという幅広い視点で事業

や研修を進めていく必要があると考えています。 
 

 

 

 

このたび、下記に事務局を移転いたしました。 
【移転先住所】 
 〒221-0825 
  横浜市神奈川区反町３丁目１７番 2 
  神奈川県社会福祉センター5 階 
  TEL 045-314-7716 FAX 045-324-0426 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

事務局移転のお知らせ 

2021 年 10 月 第 23 号 

サポート協会会員の皆様へ 一般社団法人やまゆり知的障害児者生活サポート協会

理事長 安藤浩己
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２０２１年度も、6５作品の応募がありました。 

やまゆりから応募した作品から 2 名の方が、一般社団法人全国知的障害児者生活サポート協会 

作成の「2022 年度のカレンダー」に掲載されることになりました。 

 
 

今年の参加賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

【運営費の部】    

 

 

 

 

【運営費の部】  
〔収入の部〕   （単位・円） 〔収入の部〕 （単位・円）

科   目 予算額 決算額 差 額 科  目 予算額
会 費 制 度 運 営 費 22,958,470 23,919,020 960,550 制 度 運 営 費 23,688,399
雑 収 入  100 418,201 418,101 雑 収 入 200
繰 越 金 前年度繰越金 16,542,335 16,542,335 0 繰 越 金 22,634,858

合   計 39,500,905 40,879,556 1,378,651 合  計 46,323,457
〔支出の部〕  （単位・円） 〔支出の部〕 

科   目  予算額 決算額 差 額 科  目 予算額
一般管理費 20,750,000 17,346,741 3,403,259 一 般 管 理 費 24,035,000
全サポ会費 1,932,000 1,926,300 5,700 全 サ ポ 会 費 1,974,700
事 業 費  2,800,000 1,325,041 1,474,959 事 業 費 2,000,000
 ( 自 主 事 業 )  (875,041) 予 備 費 18,313,757
 ( 共 催 事 業 )  (450,000) 合  計 46,323,457
予 備 費  14,018,905 20,281,474 △6,262,569  
繰 越 金 次年度繰越金 0 2,353,384 △2,353,384 【保険料の部】 

合   計 39,500,905 43,232,940 △3,732,035 〔収入の部〕 （単位・円）

【保険料の部】  科  目 予算額 

〔収入の部〕  （単位・円） 預 り 保 険 料 181,001,677
科   目  予算額 決算額 差 額 〔支出の部〕 （単位・円）

保 険 料 預 り 保 険 料 174,284,003 179,022,390 4,738,387 科  目 予算額 
〔支出の部〕  （単位・円） 預 り 保 険 料 181,001,677

科   目  予算額 決算額 差 額
保 険 料 預 り 保 険 料 174,284,003 179,022,390 4,738,387

 

役 職 氏  名 所 属 団 体 名  所属団体名 氏  名 

理 事 長 安 藤  浩 己 神奈川県知的障害施設団体連合会  

神奈川県知的障害施設
団体連合会 

安 藤  浩 己

副 理 事 長 出 縄  守 英 神奈川県知的障害施設団体連合会  近 藤  誠

副 理 事 長 植松 みさご 神奈川県手をつなぐ育成会  永 野  祐 司

副 理 事 長 大 矢  武 久 神奈川県知的障害者施設保護者会連合会  涌井 裕美子

理 事 斎藤 喜美夫 神奈川県知的障害施設団体連合会  神奈川県手をつなぐ育成会 諸星 由美子

理 事 弦 巻  知 利 神奈川県知的障害施設団体連合会  横浜市手をつなぐ育成会 荻 巣  理 子

理 事 中 島  博 幸 神奈川県知的障害施設団体連合会  川崎市育成会手をむすぶ親の会 吉 野  明 美

理 事 鈴木 亜紀子 神奈川県手をつなぐ育成会  神奈川県知的障害者施
設保護者会連合会 

大 矢  武 久

理 事 美和 とよみ 川崎市育成会手をむすぶ親の会  石 川  初 枝

理 事 甲 山  謙 一 神奈川県知的障害者施設保護者会連合会  本 部 川 島  博 子

監 事 荒 井  忠 神奈川県知的障害施設団体連合会 

監 事 大 井  早 苗 神奈川県手をつなぐ育成会 

■令和２年度 決算報告 ■令和３ 年度 予算 

■令和３年度 役員名 ■令和３年度 事業推進委員

２０２１年アールブリュット作品展

すべての作品はやまゆりのホームページでご覧になれます。 

アドレスは http://yurisapo.jp です。 

やまゆり生活サポート協会 

  応募の皆様に賞状と 

ボールペンをお贈りしました。 

ご応募ありがとうございました。

ジャンルは問いません！！ 

陶芸・絵画・手芸等、ご自分 

の作品を発表してみませんか。

お待ちしています。 
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日 時 内  容 会  場 主催団体 

R2/11/18､ 

他 2 回 

① 支 援 の 現 場 の 感 染 予 防 (R2/11/18) 、 ② 実 践 発 表 会

(R3/1/20)、③権利擁護研修(R3/2/24)  

                  コロナの為中止 

相模原市障害者支援センタ

ー松が丘園 ３階研修室 

神奈川県知的障害施設団

体連合会(相模原) 

R3/1/8 

他 1 回 

横浜市知的障害関連施設協議会 

研修会               コロナの為中止 

横浜市健康福祉総合センタ

ー８階 A/B 会議室 

神奈川県知的障害施設団

体連合会(横浜)  

R2/11/12 

他 3 回 
 

 

研修会・講演会を通して、知的障害者の生活に必要な制度

や障害に必要な金額などについて客観的に学ぶ。 
また、利用者の立場から見たサービスの利用の仕方を学ぶ

②のみコロナの為中止

①相模原市民会館第一会議室 

②小田原市県合同庁舎会議室 
③二宮町町民センター 

④座間市社会福祉会館

神奈川県手をつなぐ育成会

R3/１～3 
第34回 知的障害者が地域で幸せに暮らすための共に考

える集い              コロナの為中止 

横浜市健康福祉総合センタ

ー大会議室 

特定非営利活動法人横浜

市手をつなぐ育成会 

R2/12/14 
研修・広報事業 

※令和元年度延期分         コロナの為中止

川崎市生活文化会館 ２階

「てくのホール」 

川崎市育成会手をむすぶ

親の会 

R3/3/15 
研修・広報事業 

 

川崎市生活文化会館 ２階

「てくのホール」 

川崎市育成会手をむすぶ

親の会 

R3/3/6 
権利擁護事業 

※令和元年度延期分         コロナの為中止 

海老名市文化会館 351 ･

352 会議室 

神奈川県知的障害者施設

保護者会連合会 

～ やまゆりは各構成団体の研修事業･活動を分担金(上限 10 万円)で応援しています!! ～ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

2/24（水）令和 2 年度第 1 回目の講演会がコロ

ナ禍のため、オンラインで開催されました。245

名のたくさんの方に参加をいただきました。 

開催には(株)ジェイアイシーのご協力をいただき

ました。 

感想等ご協力いただいたアンケートの中から一部 

を紹介します。（一部要約） 

 大変ためになりました。ありがとうございました。 

障碍者の子供の年齢がまだ若く老後のことまで考

えていなかったので、考える良いきっかけになり

ました。これから勉強していきたいと思います。 

 初めてのオンライン講演会に参加させていただき 

心配でしたが、とてもわかりやすくご説明いただ 

 きありがとうございました。やまゆりサポート協会さんの講演会はなるべく参加させていただ 

 いているので、意思決定支援のお話などとても参考になりました。法人後見などの取り組みも 

少.し理解することができました。ありがとうございました。 

 私は障害児支援施設で働く支援員です。本日は講演ありがとうございました。どの話も大変 

勉強になりましたが、現場で働く者として「意思決定支援のプロセス」の話が特に印象に残

りました。ただ意思決定をしてもらうという意識だけではなく、どのような過程や条件のも

とで「意思決定」をすることができるのかを意識しておかなければいけないのだということ

を改めて気づかされました。 

 軽度知的障害で就労しているため、後見人をどうするのかという課題やアパートでの居宅サ

ービスの老後の扱いなど大変勉強になりました。 

 子どもは小学５年生ですが、将来のことは具体的に知ろうとせずにここまできていたので、 

参加しました。お金のことや子供が高齢者になったときのことなど知れてよかったです。  

■令和 2 年度 やまゆり共催事業報告 

■令和２年度 第１回やまゆり研修会報告 

1.障害のある人が「高齢化」するということ 

2.高齢期の障害のある人への支援ポイント 

3.総合支援法の 3 年後見直しにおける高齢障害

者支援（共生型の創設） 

4.成年後見制度について 

《 主な項目 》
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平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。一般社団法人やまゆり知

的障害児者生活サポート協会 生活サポート総合補償制度を担当させて頂いてい

ます株式会社ジェイアイシーの鈴木と申します。 

 長引くコロナ禍ですが、皆さまいかがお過ごしでしょうか。感染の報告や、ク

ラスター発生の報告も数多くいただいております。感染された方やその対応にご

苦労された方については、この場をお借りして改めて心よりお見舞い申し上げま

す。 

 今年もコロナに振り回された 1 年だと思います。感染自体もそうですが、それによって人々の

間に分断が発生したことが、一番の悪影響だと思っています。ワクチンを打つ打たないの話が、

まるでイデオロギーの対立のように先鋭化していたり、飲食店やエンタメ業界への風当たりの強

さ、みんながみんなそうではないですが、中には溜まりに溜まったストレスをぶつけているよう

にしか見えない、そんな批判や誹謗中傷があふれています。本当に嫌な話です。 

 そういうニュースを目にするにつけ、数年前のことを思い出します。とあるイベントで施設の

方が利用者さんとみんなでバンド活動をされているのを拝見しました。みんなリズムに合わせて

思い思いに音を奏で、とても楽しそうに身体を揺らしながら心から演奏を楽しんでいました。音

楽のない人生はない、とはよく言ったものですが、まさに今、音楽によって、いや、音楽に限ら

ず、ひとりひとりが思い思いの方法で、心の中に出来た傷や溝を埋めていくことが必要なのでは

ないかと感じたりもします。 

 コロナウィルスは人々の心を刺し貫いていきました。コロナ禍はまだ続きますが、１０年前の

春に人々が叫んだ「絆」を、１０年後の今もう一度意識してみる必要があるかもしれません。自

助、という言葉がコロナと共に世の中に幅を利かせていますが、共助、互助、という精神を見直

していかなくてはならないと思います。 

 皆さまにおかれましても、この秋冬も十分に健康に留意していただき、くれぐれもご自愛いた

だけたらと思います。引き続きよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 平素より「やまゆり生活サポート総合補償制度」を通じ、会員の皆様にはひとか

たならぬご愛顧を賜り、心より御礼申し上げます。 

一般社団法人 やまゆり知的障害児者生活サポート協会 生活サポート総合補償制

度の横浜・川崎地域を担当させていただいております、株式会社ジェイアイシーの

昆野と申します。 

今年も昨年に引き続き、長引くコロナの対策に終始する 1 年だったように思います。 

東京オリンピックでの日本人選手の大活躍で日本中が沸く一方で、連日のように会

員様からコロナ罹患のご報告を受けておりました。 

コロナに罹患された皆様におかれましては、この場を借りて心よりお見舞い申し上げます。 

さて、皆様がご加入されております、生活サポート総合補償制度では、コロナに罹患された際の

対応として、「入院を伴わない自宅療養」に対しても、保険金をお支払いすることができます。 

また、「療養期間が 14 日以内」の場合は、保険金請求時にご提出いただく書類を簡素化し、会員

様の請求に伴う事務的な負担を減らすような柔軟な対応をさせていただいております。 

万が一の際、少しでも皆様に寄り添えるよう心掛けております。ご不明点等がございましたら、

お気軽にお問合せ下さい。今後ともよろしくお願い申し上げます。 
 

 

 

 

 

  

病 院 施 設 自 宅 宿泊施設 総 計 

14 66 26 0 106 

AIG 損害保険株式会社代理店(株)ジェイアイシー担当者よりごあいさつ!! 

神奈川県コロナ療養先別請求件数 
２０２１．８．１現在 



 

やまゆりニュース(２３号)  5 

   《 やまゆり生活サポート協会 支払実績 》 
 

●支払い金額 (金額)

年度 2019 2020 2021※ 

疾病 45,686,000 26,432,000 6,854,000

葬祭費用 7,807,700 7,685,100 2,700,000

個人賠償 27,616,899 22,797,900 5,138,986

傷害 13,248,000 13,919,300 844,000

お支払保険金 合計 94,358,599 70,834,300 15,536,986

●請求件数 (件数)

年度 2019 2020 2021※ 

疾病 722 617 190

葬祭費用 80 81 31

個人賠償 385 390 99

傷害 185 187 49

請 求 件 数  合 計 1,372 1,275 369
※2021 年度は 8/31 までの実績。 
コロナの感染が拡大してから、疾病関係のお支払い額が急減し、 
2020 年度の利用額は当初見込よりも大幅に下がってしまいました。 
感染拡大防止の観点から付添介護が出来ないのが要因と思われます。 
ただ、傾向としては疾病関係と個人賠償の２トップは変わりませ 
んでした。 
コロナ感染時の補償としても優れていると言えるので、引き続き 
多くの方にお知らせし新しい会員様にたくさん利用していただきた 
いと思っています。 
 

やまゆり事務局からのお知らせ 

 
【生活サポート総合補償制度 新型コロナウィルス感染症 特別措置について】 

 

◆内容◆ 
 医療機関・医師の指示により、宿泊療養施設や施設内でまたは自宅で入院と同等の療養をした 

 場合は、入院したものとみなして、入院給付金をお支払いする措置です。 

この特別措置は、新型コロナウィルス感染症以外の病気やケガをした被保険者様が病床が足り

ず入院できないで施設や自宅で療養した場合にも適用します。 

 

◆保険金請求時に必要な書類◆ 
 

 
 

 

 
 

 ア．必要な時はご連絡いただきましたらすぐに請求用紙を送ります。 
 イ．保健所等で発行されるものです。 

 

 

◆こんな時はご連絡下さい◆ 

 ・加入者が変わった。 
 ・加入者が引っ越して住所が変わった。 

 ・病気や検査で入院をした。 

 ・ケガで通院や入院をした。 

 ・他人の物を壊してしまった。 

 ・被保険者の利用施設が変わった。         請求もれはありませんか？ 

 ・掛金振替口座を変えたい。        ご質問等ある時は、是非ご連絡下さい 

 ・保険金請求書等の書類の書き方を知りたい。 

  

 療養期間１４日以内 療養期間１５日以上 

ア．新型コロナウィルス感染症用 

保険金請求書兼同意書 
○ ○ 

イ．宿泊・自宅療養証明書   × ○ 

 

必要な書類をお送りします。

お電話下さい。 
 

TEL 045-314-7716 
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6  やまゆりニュース(２３号) 

  

  
   

「ウェルカムボード」 
喜多村 美幸さん 

「ダンプかー」 
二見 航平さん 

「海」 
田邊 正美さん

「厳かなゴッホ」 
沖山 良則さん 

「♫ 踊る阿呆に見る阿呆♪」

泊 由紀子さん 
   

「私の好きな物」 
内田 ひろ子さん 

「顔」 
石渡 健司さん 

「ラベンダー」 
Ｒ・Ｏさん 

「コンビニ」 
柏倉 健さん 

「オブジェ無題」 
河村 佳音さん 

「無題」 
小林 新吾さん 

「私の大好きな机」① 
高橋 大介さん 

「私の大好きな机」②

高橋 大介さん 
「私の大好きな机」③

高橋 大介さん 
「無題」 

生江 麻理子さん 

「はないちもんめ」 
原田 めぐみさん 

「無題」 
森 隆之さん 

「Ｈａｐｐｙ！！」

横田 嵩登さん 
「楽しい仲間たち」

松本 陽聖さん 
「ダンス」 

杉浦 功太郎さん 
   

「友達」 
菅原 涼さん 

「夢を乗せて」 
青木 美佐子さん 

「出航」 
川上 健一さん 

「虹の砂浜」 
堀井 孝真さん 

「浜辺のおしゃべり」

島宗 遼太さん 

「しょうゆラーメン（大盛り」 
赤塚 高志さん 

「チューリップ」 
芦田 知枝さん 

「人物」 
飴谷 純さん 

「花」 
麻尾 雅之さん 

「ＴＨＥ ＢＥＡＴＬＥＳ」

池田 健造さん 

「にわとりのおやこだよん」 
石井 優紀さん 

「パトカー」 
井上 敦史さん 

「無題」 
今津 康輔さん 

「無題」 
大坪 彩花さん 

「無題」 
大坪 晴輝さん 

アールブリュット展 応募作品のご紹介  1 



 

やまゆりニュース(２３号)  7 

 

 
   

「スイセンと…」 
落合 京子さん 

「怪物いっぱい」 
生水 泰さん 

「無題」 
柏川 奈実さん 

「チューリップとリンゴ」

加藤 明美さん 
「無題」 

川瀬 和子さん 
   

「車」 
菊地 勇貴さん 

「のついん」 
毛原 晃子さん 

「家」 
斎藤 鈴代さん 

「みんな、ありがとう。」

佐藤 賢治さん 
「イメージカラーと英語の文字」

鈴木 驍さん 

「ふね」 
鈴木 秀雄さん 

「6 匹のわんちゃん」 
高橋 未来さん 

「花壇」 
茶谷 成夫さん 

「オニ」 
角田 薫さん 

「3 羽の鳥」 
外山 美子さん 

 

「トラちゃんがウシさんに恋をした」 
西久保 好子さん 

「とり」 
長谷川 チエミさん 

「犬」 
藤井 達也さん 

「無題」 
藤江 美保さん 

「ぐるぐる」 
満多野 明美さん 

   

「でんしゃ」 
宮田 拓輝さん 

「ハートのクラゲ」 
宮脇 千帆さん 

「花火」 
本山 和美さん 

「無題」 
森 深幸さん 

「ネコ」 
安野 よし子さん 

 

「ラーメン屋さん」 
柳川 和広さん 

「無題」 
山崎 由紀子さん 

「りゅうぐうじょうへむかうたろう」

横山 直木さん 
「たんぽぽ」 
山本 一樹さん 

「はりえ」 
渡辺 小百合さん 

「点と線」 
渡部 崚太さん 

「仏像」 
渡貫 智成さん 

《２０２２年度作品募集》 

2022 年 2 月～4 月末まで 

ご連絡下さい、募集要項等をお送りします。 

たくさんのご応募お待ちいたしております。 
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8  やまゆりニュース(２３号) 

 一般社団法人 
 や ま ゆ り 知 的 障 害 児 者 生 活 協 会 ■構成団体■■■ 

事務局 〔編集〕 神奈川県手をつなぐ育成会 
〒221-0825 横浜市神奈川区反町 3-17-2 神奈川県知的障害施設団体連合会 

神奈川県社会福祉センター内 NPO 法人 横浜市手をつなぐ育成会 
Tel 045-314-7716 川崎市育成会手をむすぶ親の会 
Fax 045-324-0426 神奈川県知的障害者施設保護者会連合会 

 

 

 

 

■令和２年度 バリアフリー能入場料補助 

やまゆり互助会から一般社団法人やまゆり知的障害児者生活サポート協会へ 

 

2001 年 7 月  施設・育成会（横浜・川崎・県域）施設保護者会連合会・障作連 6 団体で互助会設立。 

2006 年 11 月  全国知的障害児者生活サポート協会（以後全サポ）設立（保険業法改正で互助会が禁止されたため関

東ブロックで協議し、サポート協会を作り、保険は AIU に全面的に託し『生活サポート総合保障制

度』誕生。 

2007 年 9 月  やまゆりも全サポの傘下に入る。《※やまゆり互助会の補償が良かったので移行期限いっぱいまで続

け 9 か月遅れで入会。※５９００人全会員の移行掛金をやまゆりで負担。※差額ベッド代の２00０

～１０００円補填を８年間続けた。※事業をする団体として本格的に活動開始。》 

2016 年 4 月  やまゆりが法人格を取得し「一般社団法人 やまゆり知的障害児者生サポート協会」となった。 

        『生活サポート総合補償制度』にＢプランができた。 

2018 年 4 月 『生活サポート総合補償制度』にＣプランができた。 

2021 年 10 月  会員数９６９１人・・皆様のご協力のおかげで、これまでずっと全国で１位。 

2022 年 1 月 田山:事務局長就任。神谷:１２月末 退任。        

◇退任あいさつ：障団連（障作連・育成会・施設連合・スポーツ振興協会）事務局とやまゆりの事務局に、合わせて

３０年余、長い間大勢の方から本当にいろいろご指導いただきました。全国の協会の方たちと交流もでき、保険のこ

とを熱く語り合い、要望を出したり、やまゆりの事業（研修会他）をいっぱい企画、いっぱい実行することもできま

した。ありがとうございました。いろいろとても感謝しております。これからも(一社)やまゆり知的障害児者生活サ

ポート協会のますますのご発展を祈念いたしております。              神谷 泰子 

２０２０年度はコロナ禍に始まり、いつまでたっても退散

してくれませんので、研修会の代わりに皆様に横浜能楽堂

（やまゆりも協力団体になっています。）で開催されたバ

リアフリー能の鑑賞チケットの補助をすることにしまし

た。以下のような申し込み状況でした。 
 

席種

Ｓ席  ４，０００円⇒３，０００円・１７名

    介助者 １人  無料・・・ １７名

Ａ席  ３，５００円⇒２，５００円・  ３名

   介助者 １人  無料・・・・ ３名

Ｂ席  ３，０００円⇒２，０００円・  0 名

   介助者 １人  無料・      0 名

 

この開催に当たり能楽堂ではコロナ対策として入場者 

数は１/２以下に絞り、また障害に対しての気遣い：介 

助者１人無料：座席もトイレも車いす対応：点字資料： 

手話通訳等の数々、本当にありがたいと思いました。 
☆ 

次回バリアフリー能のご案内 

令和 4 年 3 月 19 日(土) 
予定につき変更となる場合もございます。 

※詳細などは横浜能楽堂ホームページでご確認下さい 


